
“

相澤 砂知子
赤川 惠子
明石 速男
秋田 みどり
浅野 歌都子
浅原 由美
荒木 功
池上 邦宣
池田 祐輔
石井 京子
石井 芳子
石川 玲子
石橋 さなえ
石丸 美子
石渡 能子
泉 実紀子
板花 喜代子
市川 順子
市川 寛

伊東 正子
井上 久美子
井上 敬子
岩城 紀代子
岩村 太郎
上原 美智
内田 信子
内山 佳子
宇津 陽子
浦野 和一
榎本 征子
及川 津紀子
扇 敬子
大久保 智子
大崎 美子
大沢 登志子
大瀧 泰代
大庭 貞江
大海 由嗣
大山 容子

柿元 恵美子
梶野 信子
梶山 好美
柏木 妙子
片山 澄子
加藤 みち代
金井 淑子
金関 昌幸
金田 マーガレット
鎌田 真未子
神谷 明宏
川戸 れい子
北村 和子
木村 澪子
桐山 澤
楠本 道子
栗原 美津枝
栗山 佳子
黒田 悦子
河野 富子

郡 恭子
齋藤 民子
齊藤 ヒロ
斉藤 芳江
坂井 史子
佐藤 清子
J.E. ランデス
塩屋 綾子
重川 利枝
柴崎 淳子
芝崎 良子
柴田 慶子
柴田 幸子
澁谷 陽一
島崎 玲子
白井 栄子
杉野 孝子
杉本 陽子
鈴木 俊子
鈴木 誠

鈴木 伶子
相馬 光子
田口 美穂
田口 理架子
楯石 和男
楯石 てる子
田中 亜季
田中 祥子
田中 豊康
田中 英夫
田中 満智子
谷山 久美子
田和 榮
辻 俊枝
辻 由郎
鶴長 美樹子
手島 千景
土岐 尚子
土岐 祥子
時田 伸二

アサヒワンビールクラブ
あひるの会を支える会
アンコアを支える会
英語研究会
株式会社三恵建設
株式会社 高橋勲建築設計事務所
株式会社メイプル
グループ聖書を読む会
公益社団法人シャンティ
　国際ボランティア会
シマウマくらぶ親の会
ジョンソン・エンド・ジョンソン株式会社
　メディカルカンパニー
全国友の会
太陽毛絲紡績株式会社

まきば幼稚舎卒園生保護者有志
東京YWCA専門学校同窓会
東洋英和女学院中高部宗教委員会
東洋英和女学院同窓会
日本基督教団十貫坂教会
日本基督教団高輪教会
日本基督教団東京教区南支区
　「東日本大震災」被災者救援活動
　委員会
日本基督教団武蔵野緑教会
野尻支援会
Bluebells
ゆりの木工房

「留学生の母親」運動を支える会
その他有志

個 人 企 業・団 体

以上、感謝をもってご報告申し上げます。

東京YWCAをご支援くださる皆様に心より感謝申し上げます。2016年度は、寄付
目標額1,613万円のところ、12月末現在で1,463万9,799円のご寄付をいただい
ております。ご支援くださいました多くの皆様には深く感謝申し上げますとともに、
今後とも東京YWCAへのお支えを心よりお願い申し上げます。

2016年7月1日～ 12月31日にご寄付いただいた皆様（敬称略・五十音順）

外﨑 弘子
鳥海 百合子
中澤 典子
永島 万里子
中西 トク子
中野 キミ子
中村 菊江
中村 美佐子
中村 みゆき
西 文子
西田 悦子
新田 和子
丹羽 百代
橋本 永子
長谷川 孝一
長谷川 初枝
濱田 文子
原田 國子
平江 悦子
平野 恵子

福田 育代
藤井 野百合
藤田 智
藤田 朋子
藤原 昌子
古家 昌子
ポア ユーユー
細井 うめ子
堀内 香代子
本多 峰子
町田 洋子
松尾 道夫
松木 真奈
松澤 寿典
松下 淳子
松田 明美
三島 次郎
三井 公子
南小柿 祐子
南小柿 智子

実生 律子
宮城 崇美子
宮下 まり
毛利 亮子
本村 亜希子
森 かれん
八木 敏子
八木 正子
矢﨑 美昭
八束 嗣也
八星 恵子
吉田 秀雄
ランデス ハル
渡辺 佳子
渡部 幸代
匿名61名

場所：東京YWCA野尻キャンプ場（長野県野尻湖畔）
申込：青少年育成事業部　
TEL : 03-3293-5466
＜5/23（火）10時より申し込み受付開始＞

W o m a n

発行日：2017年4月15日 （年2回発行）

東京YWCAによる支援者への聞き取り調査より

横浜YWCAと共同で、高校生以上を対象
に「仕事」・「教育」・「恋愛」・「選挙」・

「貧困」の切り口から憲法を考えます。

大自然の中で動植物と触れ合い、水遊び
やアーチェリー、いろんな体験をしよう。

会場：東京YWCA会館

ユースのための憲法カフェ

８月または９月

スタジオとプールでのエクササイズ、専門
家の講義、参加者間の交流など全8回。

会場：東京YWCA会館

乳がん術後女性のための
“アンコア”

5/20（土）～7/8（土）　15:45～18:00

収益は、福島の子どもたちを転地保養に
招くために用います。

会場：東京YWCA会館

第7回東日本大震災
支援バザー

6/24（土）　10:30 ～ 16:00

特 集
女性の人権の回復と、暴力のない社会を目指す取り組みの一つとして、東京YWCAでは、
DV（ドメスティック・バイオレンス）の被害者を支援する人たちのための「支援者エンパワ
メントプログラム」を開発し、支援現場の底上げに取り組んでいます。

ら孤立する中で、「あなたは悪くない！」と
言い、相談に応じる支援者は大きな支え
です。
被害者を、場合によってはその子どもと
ともに安全に保護し自立に向けてサポー
トすること、加害者のもとにとどまる被害
者に安全計画を提供すること等は容易
ではありませんが、支援者の果たす役割
の大きさに比して置かれている立場は、
厳しい状況にあります。加害者からの追
跡という危険を伴う仕事でありながら、
多くは非常勤という不安定な身分で、補
償もありません。ひとつ判断を間違える
と被害者の人命にかかわるという緊張
感と重圧の中で、支援者自身を支えるし
くみが不足しています。
いま、支援現場では、支援者の待遇やメ

親密な関係にある当事者間の暴力事件
は後を絶たず、内閣府の調査では女性の
約4人に一人は配偶者から被害を受け
たことがあり、被害を受けた女性の約9
人に一人は命の危険を感じた経験があ
るといいます。また、子どもにとってDVの
ある家庭で育つことは、発達や成長にお
いて生涯にわたり影響を及ぼします。し
かし、「DVは人権侵害である」という認
識は社会の中で希薄で、「なぜ逃げな
い？」「暴力を振るわれる方も悪いので
は？」と被害者を責める風潮があります。

被害者が、加害者からの暴力、周囲の無
理解や自分を責める心理により社会か

ンタルヘルス、人手不足、財源不足が深
刻な問題となっており、支援の先細り
が懸念されています。

東京YWCAでは、DV被害者が自分の
人生を取り戻し回復するためには、被
害者を支える支援者のエンパワメント
が必要であると考えています。

「支援者エンパワメントプログラム」は、
「暴力を受けていい人間などいない」と
いう考えを基盤に、支援者が自分の持
つ力を発揮し、よりよい支援を持続的
に行えるよう、全国で講座や研修を提
供するとともに、支援者同士のネット
ワークづくりを推進しています。

“多くのＤＶ被害者の力につなげる

マニュアルがなく、情報収集も難しい。
先輩からも教えてもらえない

相談員の入れ替わりが激しく
経験が少ないのに難しいケースを担当

研修で他の職場の人とつながることが嬉しい

支援者が上司や周囲からねぎらいを受けることも必要

スキルアップができる研修の充実

DV被害者を支援する現場の声

直接被害者の支援をすることと、
被害を生み出す社会を変えることは
車輪の両輪

相談員自身が権利意識を持たなければ、
被害者の人権の擁護、回復への支援は出来ない

自腹で研修を受けている

職員が疲弊し、つぎつぎ倒れ、辞めていく
依存症、外国籍、未成年、妊婦、
本人や子どもが発達障害、精神疾患、知的障害など、
支援には専門性が不可欠

人 権

8/5（土）～8/8（火）

わいわいキャンプ
対象：5歳（年長）～小学2年生男女

湖で泳ぐのって、気持ちいいよ！

私たちは、「武力で平和はつくれない」という信念に基づき、安全保障法制に反対し、廃案を求めます。

CAMP NOJIRI　2017サマーキャンプ Newsletter
公益財団法人

Newsletterは、東京YWCAの事業活動を皆様にお伝えするための広報紙です。毎回特集で取り上げる事業を中心に、東京YWCAの今をお届けします。
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東京YWCA会館
〒101-0062 東京都千代田区神田駿河台1-8-11
TEL : 03-3293-5421(代表)　FAX : 03-3293-5570
Email : office@tokyo.ywca.or.jp

公益財団法人東京ＹＷＣＡ
http://www.tokyo.ywca.or. jp

YWCA（ワイ・ダブリュー・シー・エー /Young Women's Christian Association）は、キリスト教を基盤に、世界中の女性が言語や文化の壁を越えて力を合わせ、女性の社会参画を進め、
人権や健康や環境が守られる平和な世界を実現する国際NGOです。1855年英国で始まり、今では日本を含む120あまりの国と地域で、約2,500万人の女性たちが活動しています。

・東京YWCA板橋センター
・東京YWCA国領センター
・東京YWCA武蔵野センター
・東京YWCA野尻キャンプ場

Event 東京YWCAのイベントをご紹介します。皆様ぜひご参加ください。

●寄付申込書のダウンロードや、詳細はホームページをご覧ください。

■銀行振込（お振り込み情報の確認のため、必ず寄付申込書をお送りください）
　・ゆうちょ銀行（口座番号：10120 44516671）
　・三菱東京UFJ銀行 神保町支店（口座番号：普通預金 1924322）
　・みずほ銀行　九段支店（口座番号：普通預金 583583）
　いずれも口座名義：公益財団法人東京YWCA

■郵便振替（郵便局備え付けの払込用紙の通信欄に「寄付」とご記入ください）
　口座番号：00100-8-44681　加入者名：公益財団法人東京YWCA
■オンライン寄付（ホームページより受け付けています）

ご寄付に関するお問い合わせ先　財団管理部企画課 TEL：03-3293-5436 Email：kaiin@tokyo.ywca.or.jp  

公益財団法人東京YWCAへのご寄付及び賛助会費は、寄附金控除の対象となります。制度の詳細は国税庁ホームページをご覧ください。

ご寄付のお礼とお願い
皆様のご支援により支えられています

支援者のエンパワメントが
より多くの被害者の力に

被害者を支える大きな存在
支援者の置かれている現状

ランプを使ってキャビンでの生活。水泳・
ポロカヌーなど様々な挑戦をしてみよう。

8/5（土）～8/9（水）

小学生アドベンチャーキャンプ
対象：小学3年生～6年生男女

キャンパーの興味関心に合わせたプログラ
ム、カナディアンカヌーにも挑戦できます。

8/9（水）～8/16（水）

中高生スーパーチャレンジ・
ガールズキャンプ
対象：中学1年生～高校3年生女子

自然の中で自分の力で生きのびる技術を身
につけます。災害時にも動ける人になろう。

8/16（水）～8/19（土）

サバイバルキャンプ
対象：中学1年生～高校3年生男女

水泳・クラフト・野外料理など様々なプ
ログラムをファミリーで楽しめます。

8/25（金）～8/27（日）

ファミリーキャンプ
対象：5歳～小学生とその保護者

7泊8日

4泊5日
3泊4日

2泊3日

3泊4日



よりよい支援を持続可能にする

この映画の舞台である大阪市立大空小
学校では、子ども一人ひとりを大切にし
た学校作りを行っています。映画を見た
青年リーダーの呼びかけに、子どもの活
動に携わる学生リーダーや、教員をして
いる20代のリーダーが共感し、チームを
組み上映会を実施しました。当日３回の

上映で計202名が集まりました。来場し
た学生から「子どもにとって理解してくれ
る存在がどれだけ大切か感じた」という
声もあり、映画を通してあらゆる子どもと
の関わりを考える場となりました。チーム
のメンバーには、イベントを企画、運営す
る貴重な機会にもなりました。

特 集

映画『みんなの学校』上映会

東日本大震災被災者支援事業　避難している人はいま
東京近郊に避難している人の状況を一般に広く知らせ、支援へ
の理解を深めるために、避難している人と支援団体、行政をパ
ネリストに迎え、9月16日に広域避難者支援連絡会in東京と共

催でシンポジウムを開きました。140人余りの参加者からは、現
状がよくわかったという声とともに、5年余りがたち報道が減る
中で、忘れてはいけないとの感想が聞かれました。

「この映画をたくさんの人に見てもらいたい！」
青年リーダーの発案で実現した上映会

女の防災Night、第2弾！

吉祥寺駅から徒歩10分、新たな出発

武蔵野センター移転

東京YWCA武蔵野センターは、武蔵野市の道路拡幅計画
に伴い、長年慣れ親しんだ三鷹駅近くの地を離れました。
2017年1月17日より新しい拠点で、事業を継続しています。会場の武蔵野センターは40名を超す人々でいっぱいに

特集 人権

支援者のための
研修プログラム
幅広い内容で支援者一人ひとりの力を引き出す

Topics 東京YWCAの最新の活動の中から、注目の話題をお伝えします。

DV被害者支援の基本を学ぶ2日間の研修である「DVサバイバー
と協働するための支援者トレーニング」は、2017年度は全国4か
所で開催します。オーダーメイド研修では、DV被害者支援に関わ
る知識から、対人援助のスキル、支援者のメンタルヘルス、組織マ
ネジメントなど、幅広い内容を提供しています。新しい知識や技術
を獲得するだけではなく、参加者同士や講師との意見交換、体験
ワークの中で気づきや自己理解を深め、支援者が自分で考えて自
分の力を引き出すことができるように工夫しています。
※DV被害を受けているもしくは受けたことがある人を、試練の中で生き続けている
力強い人という意味で「サバイバー」と呼びます。

「支援者エンパワメントプログラム」の3つのアプローチ
的に、DV被害者支援のガイドラインや
チェックシートを、研究者や大学機関と
協働して作成しています。
「まなぶ」では、東京YWCA主催の研修
や講座に加えて、相談窓口から一時保護
等の施設まで多様な現場のニーズに応じ
たオーダーメイドの研修を現地で提供
し、支援者のスキルアップを支えています。

11月20日、沖縄を身近に知る集いを開きました。はじめに、
沖縄ＹＷＣＡ会長糸洲のぶ子さんが沖縄の抑圧された歴
史、基地建設により美しい自然と穏やかな暮らしが奪われて
いる現実を豊富な資料と映像を用いながら、自らの意識の変
遷とともに語られました。続いて、武蔵野市民の現地訪問等
の取り組みについて、訪問団メンバーから聞きました。最後は
音楽家である糸洲さんが「芭蕉布」をピアノ演奏し、中には涙
する人も。会場に置かれた沖縄に関する資料や基地撤回を
求める署名用紙は、参加者一人ひとりの行動の手がかりとな
りました。後日、イベントに触発され、沖縄に行って直接現実
を見、人 に々耳を傾けてきたという声も届いています。

若い女性に東京YWCAを
知ってもらうきっかけにした
いと、11月に実施したイベン
トです。参加者は20～ 30代
を中心に18名が集まりまし
た。前半はストレスのしくみや
対処を学び、後半は、災害時
に自分を励まし癒してくれる
ものを持ち歩けるよう、好き
な言葉やお気に入りの絵、気
を静める香りなどで「わたし
の元気手帳」をつくるワークショップを行って、大変好評でし
た。参加者からは「講師もスタッフも全員が女性で安心でき
る空間だった」という声もありました。

イベント「沖縄の現実と、
いま、私たちができること」 今年のテーマは災害とストレス

昨年同様、若手職員のチームが企画運営「むさしの市民平和月間」参加プログラム
在日米軍基地の74％がある沖縄を考える

私たちの施設では、2015年から講師派遣を依頼し、女性支援の
勉強会を年3回、職員のためのセルフケア講座を年3回行ってきま
した。これまでDVの構造や、依存症、パーソナリティ障害などの精

神疾患を持つ女性支援のスキ
ルなど経験豊富な講師と共に
学んできました。それらは施設
全体のスキルアップにつながり、
日々の業務に生かされているこ
とを実感しています。

女性のための入所施設／生活指導員／A・Uさん ジョンソン・エンド・ジョンソン社会貢献委員会／
井筒美和さん

施設の担当者に研修のニーズを聞く

「つながる」では、支援者サロンを定期的
に開催しています。サロンで話したことは
外部にもらさないというルールをつくり、
支援者ならではの悩みや苦労話をはじ
め、喜びややりがいなどを共有する場を
提供しています。
「はかる」では、支援における基本的価値
を共有し日 の々支援を評価することを目

現場で同僚たちと一緒に
定期的に研修を受ける効果

当委員会は、健康に関する様々な社会問題への、長期的な視点で
の取り組みの中で、非営利団体（NPO等）に対しプロジェクトへの
助成を行っています。東京YWCAがおこなうDV被害支援者の育

成プロジェクトへの助成を通じ
て被害者支援の質が向上し、全
国で支援者のコミュニティーが
形成されて、被害者が適切な支
援をうけられるよう期待してい
ます。

日本全国の支援者に研修の機会を
被害者支援の質向上のために

かつてDVを経験した私は「支援される側から支援する側へ」とい
う思いで、自分の経験のみを基に支援を行っていました。支援者に
なる為の研修を受けたことがなかったので、スキルがなく不安で自

信がありませんでした。YWCA
の支援者トレーニングを受講し
たことで足元がしっかり固まり、
支援員として強い意志を持ちな
がらサバイバーに寄り添うこと
ができるようになりました。

民間支援団体／支援員／H・Wさん

体験ワークも交え、充実した内容

「DVサバイバーと協働するための
支援者トレーニング」に参加して

仲間たちと
つながる
今のちからを
はかる
エキスパートに
まなぶ

来場者の感想を背景に
プロジェクトチームの
メンバーで

ご関心のある方はどうぞお問い合わせください　研修会の日程はWebサイトをご覧ください

平和と人権事業部
女性と少女の人権課

03-3293-5434 josei@tokyo.ywca.or.jp
http://www.tokyo.ywca.or.jp/woman/empowerment/
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ストレス解消法
ビンゴでは、参加者どうしが
打ち解け、笑顔がはじけました



よりよい支援を持続可能にする

この映画の舞台である大阪市立大空小
学校では、子ども一人ひとりを大切にし
た学校作りを行っています。映画を見た
青年リーダーの呼びかけに、子どもの活
動に携わる学生リーダーや、教員をして
いる20代のリーダーが共感し、チームを
組み上映会を実施しました。当日３回の

上映で計202名が集まりました。来場し
た学生から「子どもにとって理解してくれ
る存在がどれだけ大切か感じた」という
声もあり、映画を通してあらゆる子どもと
の関わりを考える場となりました。チーム
のメンバーには、イベントを企画、運営す
る貴重な機会にもなりました。

特 集

映画『みんなの学校』上映会

東日本大震災被災者支援事業　避難している人はいま
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の理解を深めるために、避難している人と支援団体、行政をパ
ネリストに迎え、9月16日に広域避難者支援連絡会in東京と共

催でシンポジウムを開きました。140人余りの参加者からは、現
状がよくわかったという声とともに、5年余りがたち報道が減る
中で、忘れてはいけないとの感想が聞かれました。

「この映画をたくさんの人に見てもらいたい！」
青年リーダーの発案で実現した上映会

女の防災Night、第2弾！

吉祥寺駅から徒歩10分、新たな出発

武蔵野センター移転

東京YWCA武蔵野センターは、武蔵野市の道路拡幅計画
に伴い、長年慣れ親しんだ三鷹駅近くの地を離れました。
2017年1月17日より新しい拠点で、事業を継続しています。会場の武蔵野センターは40名を超す人々でいっぱいに

特集 人権

支援者のための
研修プログラム
幅広い内容で支援者一人ひとりの力を引き出す

Topics 東京YWCAの最新の活動の中から、注目の話題をお伝えします。

DV被害者支援の基本を学ぶ2日間の研修である「DVサバイバー
と協働するための支援者トレーニング」は、2017年度は全国4か
所で開催します。オーダーメイド研修では、DV被害者支援に関わ
る知識から、対人援助のスキル、支援者のメンタルヘルス、組織マ
ネジメントなど、幅広い内容を提供しています。新しい知識や技術
を獲得するだけではなく、参加者同士や講師との意見交換、体験
ワークの中で気づきや自己理解を深め、支援者が自分で考えて自
分の力を引き出すことができるように工夫しています。
※DV被害を受けているもしくは受けたことがある人を、試練の中で生き続けている
力強い人という意味で「サバイバー」と呼びます。
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的に、DV被害者支援のガイドラインや
チェックシートを、研究者や大学機関と
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や講座に加えて、相談窓口から一時保護
等の施設まで多様な現場のニーズに応じ
たオーダーメイドの研修を現地で提供
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11月20日、沖縄を身近に知る集いを開きました。はじめに、
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を中心に18名が集まりまし
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イベント「沖縄の現実と、
いま、私たちができること」 今年のテーマは災害とストレス

昨年同様、若手職員のチームが企画運営「むさしの市民平和月間」参加プログラム
在日米軍基地の74％がある沖縄を考える
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